
第２７３回福島県災害対策本部員会議（概要） 

災害対策本部総括班まとめ 

 

１ 日 時：平成 24年 7 月 9 日(月）9:49～10:02 

２ 場 所：第一特別委員会室 

３ 内 容： 

（１）環境放射能測定結果（暫定値）の状況について 

 事務局：別紙資料により説明 

  7 月 9 日午前 6時現在の状況について報告する。 

直近の測定結果で、最小値は、南会津地方、道の駅しもごうの 0.04μSv/h、最大

値は、相双地方、大熊町夫沢三区地区集会所の 35.32μSv/h となっている。 

 おおむね横ばいまたは減少傾向を示している。 

 

（２）福島県民向け電話相談窓口 週報について 

 オフサイトセンター事務局：別紙資料により説明 

  先週の相談件数は 168 件。 

  主な内容としては、⑥福島市、郡山市の梅を食べても大丈夫か、検査した方が良い

のか、⑪川魚に関する出荷・採補制限はあるのか、食べても大丈夫か、⑭いわき市内

で家庭菜園の野菜や果物を測定してくれる所を教えてほしい、等食品に関するの問い

合わせが多かった。 

 

（３）「農林水産業に関する相談窓口」の利用状況について 

 農林水産部長：別紙資料により説明 

  先週の相談件数は、10 件。 

主な内容としては、賠償に関する問い合わせが 4件、野菜・果樹のモニタリングに

関する問い合わせ、農産物の注文に対する問い合わせ等だった。 

賠償に関しては、賠償の請求方法に関する相談、賠償の支払いの時期に関する問い

合わせだった。 

野菜・果樹に関する問い合わせは、特に、桃の出荷時期に対する問い合わせがあり、

7月下旬には出回ると回答した。 

知事： 

  賠償に関する問い合わせは、農業協同組合に加入していない方からの問い合わせか。 

 農林水産部長： 

  組合に加入しているか否かは確認していないが、手続きはどうするのかとか、果物

や立木の補償に関する問い合わせだった。 

 



知事： 

  農協が集約しているのではないか。 

 農林水産部長： 

  農協は、組合加入の有無にかかわらず集約しているし、森林は森林組合連合会で集

約している。 

知事： 

  問い合わせは個人ということだが。 

 農林水産部長： 

  電話で問い合わせを受けているので、その都度回答している。おそらく、組合に加

入していないと思われる。 

知事： 

  どこの市町村の方なのか。 

 農林水産部長： 

  市町村名をおっしゃらない方もいるが、福島市、石川町、大玉村等からの問い合わ

せだった。 

知事： 

  基本的には、農業協同組合や市町村と分担して相談を受けるということだろう。 

 農林水産部長： 

  一般的には、農業協同組合に出荷していない方が多いと思われる。 

知事： 

  場合によっては市町村に相談していただくこともあるだろう。 

 農林水産部長： 

  そういう方であっても農業協同組合で集約して請求できることになっている。 

 

（４）「原子力損害の賠償等に関する問い合わせ窓口」利用状況について 

原子力損害対策担当理事：別紙資料により説明 

 先週の相談件数は、110 件となっており、件数的にはやや少な目の傾向となってい

る。 

浜通り、中通りの個人の方からの問い合わせが多い傾向となっている。 

内容として、最近の傾向としては、県南・会津・南会津への県の給付金に関する問

い合わせ、あるいは、それぞれの具体的な実例に基づいた追加的な費用が賠償の対象

となるか否かということについての問い合わせが多く寄せられている。 

 

（５）経営・金融・労働の相談状況について 

 商工労働部長：別紙資料により説明 

先週の相談件数は、合計で 24 件。先々週が 18件であり、微増となっている。 



相談内容は、金融・労働が増えている。 

制度資金に関する相談、県内避難者の方からの就職相談等があった。 

 

 （６）「ふくしまの赤ちゃん電話健康相談」窓口の相談状況について 

子育て支援担当理事：別紙資料により説明 

  6 月から、妊産婦、乳幼児をもつ保護者の方々を対象として「ふくしまの赤ちゃん

電話健康相談」窓口を解説した。6月の概況を報告する。 

相談件数は 308 件。 

主な相談内容は、子供を外で遊ばせてよいか、自家野菜に対する不安等だった。 

相談者の中で希望者に対しては母乳検査に応じており、相談件数の 85%に当たる

261 件の申込みを受けた。 

6 月末まで検査を終えたのものが 26 件であるが、全て、セシウム 134、セシウム

137 とも検出限界値である 2Bq/Kg 未満であった。 

今後とも、赤ちゃんの健康、育児に関する不安・悩みの解消につなげていただくた

めに、この相談窓口の周知に努めていく。 

知事： 

  検査を受けるのに費用はかかるのか。 

 子育て支援担当理事： 

  これは無料である。 

 

 （７）7月 7日 8日の大雨について 

 農林水産部長：  

  7 月 7 日の大雨に伴い、会津美里町の大久保ため池の下流集落で自主避難が行われ

た。 

 7 月 7日 18：00 に会津美里町、会津坂下町合わせて 66世帯に避難勧告が出された。 

ため池の水がオーバーフローする状態ではなかったものの、念のために避難勧告を出

した。 

  現地では、消防と町が依頼した業者がポンプを設置して排水を行い、併せて状況を

確認した結果、危険箇所が確認されなかったため、翌 8日 13:00 に避難勧告が解除さ

れた。 

  最近豪雨が多いので、こういった事態にならないよう、今後の対応としては、予備

放流の徹底を行うほか、今年から「防災力アップ運動」ということで、警戒を要する

ため池 532 か所を対象に点検を行い、浸水の時の想定区域図等の作成に取りかかるこ

ととしている。 

 

 



 

 （８）「復興人材育成プロジェクト」について 

 県警本部：  

  １点お知らせする。 

県警では、震災直後から現在まで、全国からたくさんの応援をいただきながら様々

な活動に取り組んでいる。 

今月から、復興に取り組む次世代の若い人材に震災からの復興の思いをつなぐため、

「復興人材育成プロジェクト」に取り組んでいる。 

プロジェクトの内容は、県警や警察署の幹部が自分の母校等を訪問して、震災の経

験を次世代につなぐ、また、福島の復興と未来を担う若者へのメッセージとして、震

災における警察活動を通じて培われた仕事への誇りや使命感を伝えていくというも

のである。 

その皮切りとして、明日午後 2時過ぎから、双葉警察署長の清川警視が、母校であ

る双葉高校を訪問してこのプロジェクトを実施する。 

なお、会場は、現在双葉高校が避難しているいわき明星大学のキャンパス内となっ

ている。 

今後も可能な限り継続的にこのプロジェクトに取り組んで、この震災の経験をしっ

かり次世代につなげていきたいと考えている。 

 

（９）知事より 

知事： 

御苦労様です。一昨日、野田総理との会談を行った。 

その中で申し上げたことは、１つは原発の安全の確保。時々トラブルがあるため、

福島県民は不安に陥ることがあることから、安全の確保をお願いした。 

１つは除染。国・県・市町村が連携しながら、スピード感を持って進めていただき

たいとお話しした。 

１つは賠償。十分なる確実な賠償をお願いした。 

また、ある意味では、この会談で最も重要なポイントとして、福島復興の立地補助

金について、現況を伝えた上で、産業・雇用の重要性を訴えた。 

野田総理も川内村の状況を見たので、御認識いただいたとの感触を持っている。 

集中豪雨については、先週もひどかったが、昨年も被害があったことから、常に、

どこでゲリラ豪雨が起こってもおかしくないという認識をしっかり持つこと。 

その際大切なことは、振興局も当然のことながら、市町村と連絡がとれ、情報を共

有することができることに意識を持ちながらしっかり対応に当たっていただきたい。 

最後に、体調を崩さないようにしっかり対応していただきたい。 


